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ナ
チ
ス
革
命
白
原
理
と
偵
値
の
韓
換

第
四
十
七
谷

Tt 
O 

第

銃

。

3売;

ナ

でF

革
命

時
換

原
王型

之

健

値

C') 

;.~ 

0) 

中

盟主

助

之

Jll 

lま

:6~ 

き

し

ナ
チ
ス
革
命
は
世
界
史
は
民
族
の
闘
争
興
亡
の
歴
史
た
り
と
い
ふ
世
界
観
か
ら
出
裂
し
た
。
而
し
て
こ
の
世
界
槻
に
よ
れ
ば
民
族

生
活
は
人
類
に
と
旬
て
最
も
自
然
的
に

L
て
且
つ
基
本
的
一
た
も
の
で
あ
る
。
人
は
民
族
の
中
に
生
れ
て
民
族
の
中
に
死
す
。
人
の
幸

隔
も
不
幸
も
憾
で
民
族
と
し
て
の
そ
れ
に
宿
命
付
け
ら
れ
る
。
民
族
は
人
類
に
と
り
で
は
自
然
共
同
盟

(
Z
P
E
a。
Eo--】

E
Z
F
)
で
あ

り
宿
命
の
共
同
慌

(
F
E
n
-洲
包
括
O
B
O
{
E
n
r
m「[
)

で
あ
る
。
貨
に
人
聞
が
生
き
る
と
い
ふ
こ
と
は
か
L

る
共
同
憶
の
肢
罷

(
C
Z
L
)
と

し
て
全
憶
の
中
に
生
き
る
こ
と
に
外
な
ら
ぬ
。
然
る
に
奮
き
自
由
主
義
的
世
界
観
は
枇
曾
を
皐
友
る
個
人
の
集
計

3
2
E
言
。
一
で
あ
る

如
く
考
へ
た
が
故
に
、
人
々
は
個
人
主
義
・
利
己
主
義
と
た
り
で
、

さ
て
は
本
来
の
共
同
慌
が
一
!
高
人
の
寓
人
に
謝
す
る
闘
争
(
同
P
E
曳

と
-2
向。悶

gkp=。
)
・
階
級
怜
悲
(
同
一
器
ω
S
E
i
-
階
級
闘
争

(EEωozrpd己
主
と
化
し
て
全
開
も
個
も
共
に
自
滅
の
途
を
辿
ら
ざ
る

を
え
た
く
友
る
に
至
っ
た
。

ナ
チ
ス
は
か
L
る
訣
れ
る
世
界
観
を
打
破
し
て
正
し
き
世
界
観
に
復
ら
ね
ば
な
ら
ね
と
な
し
て
、

A. Hitler， Mein Kampf. S.口 13.81 

草



八
叩
の
第
一
歩
を
前
旧
作
視
の
抽
出
革
に
置
い
た
の
で
あ
る
。

ナ
千
ス
革
命
は
か
L
る
立
揚
か
ら
行
は
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、

乙
の
世

界
観
の
愛
革
が
又
自
ら
諸
種
の
領
域
に
於
け
る
文
化
的
使
値
の
持
型
車
・
締
換
を
粛
ら
ず
に
至
っ
た
。
吾
人
は
悲
に
新
し
き
位
界
視
の

下
に
醤
き
債
値
が
如
何
に
新
し
き
も
の
へ
移
り
つ
L
あ
る
か
を
漣
ぺ
ゃ
う
と
思
ふ
。

民
旗
共
同
瞳
の
建
設

新
し
き
世
界
視
に
よ
り
で
ナ
チ
ス
革
命
の
目
指
す
目
標
は
民
族
共
同
組
(
〈

==ssE耳
一
己
「
【
)
の
建
設
で
る
る
。
併
し
建
設
と
い

つ
で
も
人
銭
的
・
部
意
的
忙
刷
λ

悶
を
組
み
立
つ
る
こ
と
を
意
味
し
友
い
出

民
放
に
内
在
す
る
本
来
的
た
精
一
刊
的
・
物
質
的
諸
能
力
を

首
F
キ
-uh『
ト
'
こ
?
"
】

F
7も
l
E

〉ユ。

£ま一

:
l
l
-

、〈

1
〈
K
F
h
グ

4
4
F
-
U
M
U

口
て
然
ら
ぽ
ア
ヂ
ス
の
い
ふ
民
族
共
同
剛
腕
と
は
如
何
在
る
住
質
の
も
の
で
あ
ら
う
か

3

ナ
チ
ス
の
t
A
d

ふ
る
民
族
共
同
鵠
は
そ
の
基
礎
を
血
統
(
∞
一
三
)
と
図
土

30rrE)
と
に
置
く
。

か
れ
ら
が
か
れ
ら
の
共
同
鰻
を
血
族
共
同
般
有
包
括
a

四。
E
O一
『
百
円
『
戸
田
)
・
土
地
共
同
樫
(
回
ν
L
S官
E
2
5円
ED)
と
も
よ
ぷ
は
そ
れ
に
よ
る
。
何
故
に
血
統
に
重
き
を
置
く
か
と
い
ふ
に
、

れ
は
濁
り
民
族
を
存
綬
せ
し
む
る
と
い
ふ
生
物
事
的
な
理
由
の
み
よ
り
で
な
く
、

か
れ
ら
の
人
閥
単
一
白
な
立
揚
か
ら
は
(
同
日
目
。
)
血
族

に
は
自
ら
同
一
の
血
族
精
神
(
対
話
宣
言
。
一
ふ
が
存
し
、

そ
れ
が
民
族
精
神
(
ぐ
♀
7
2
向。
Z)
の
基
礎
を
な
す
と
考
ふ
る
に
よ
る
も
の
で

あ
り
H

又
ナ
チ
ス
が
土
地
を
共
同
館
の
要
素
な
り
と
な
す
所
以
は
、
土
地
は
民
族
の
柴
養
の
基
礎
で
あ
る
の
み
危
ら
や
、
ヂ
ル
マ
ン

の
民
族
精
神
は
土
地
に
よ
り
て
育
て
ら
れ
て
来
た
。
換
言
す
れ
ば
農
民
魂
と
そ
ヂ
ル
マ
ン
の
固
有
精
紳
た
り
と
な
す
に
よ
る
。
之
を

要
す
る
に
ナ
チ
ス
が
血
統
ム
」
土
地
と
を
重
ん
や
る
の
は

d

根
本
に
於
て
は
民
族
共
同
値
を
精
神
の
共
同
鑓
で
あ
る
と
み
、
更
に
そ
の

基
礎
を
こ
れ
ら
の
要
素
に
求
め
る
か
ら
で
あ
る
。
「
一
人
が
寓
人
の
矯
め
に
、
而
し
て
高
人
が
一
人
の
矯
め
に
」
(
開
E
Z
E『
〉
辛
口
口
品

ナ
チ
ス
草
命
の
原
理
と
債
値
の
韓
換

第
四
十
七
巻
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ナ
ナ
ス
革
命
の
原
理
と
償
値
の
韓
換

第
四
十
七
巻

プ守

第

量邑

ノ、母

と

-
o
p円

3
2
2
}
と
い
ふ
愛
と
犠
牲
の
枇
曾
と
そ
共
同
慌
で
あ
る
と
な
す
。

ナ
チ
ス
は
更
に
一
吉
ふ
。

共
同
障
は
生
け
る
金
穏
で
あ

り
組
織
で
あ
る
。

そ
れ
は
意
志
を
も
ち
行
動
を
も
た
ね
ば
な
ら
ね

d

而
し
て
共
同
闘
が
そ
の
意
志
を
遂
行
せ
ん
錫
め
に
は
そ
の
成

民
は
如
何
た
る
闘
争
を
も
厭
ふ
ぺ
き
で
左
く
、
あ
ら
ゆ
る
困
窮
を
も
共
に
す
べ
き
で
あ
る
と
。

か
れ
ら
が
民
族
共
同
障
を
よ
ん
で
夏

に
又
意
志
の
共
同
隣
三
・
U
T
いロ
U

出
。
去
の
訂
正
丘
町
名
)
刊
行
動
の
共
同
際
(
H
J
i

出
。
日
2
3
均
一
出
子
闘
争
共
同
開
安
E
ζ
f
z
d
o
z
z
n
F
P
3
・
困
窮
共

同
館
(
Z
F
Z
由
主
凶
作
目
コ
在
日
一
竺
等
と
名
づ
け
る
の
も
如
上
の
迎
山
に
」
る
の
で
あ
る
。

さ
で
然
ら
ば
か
ゃ
う
と
民
族
共
同
開
は
具
鰐
的
に

は
如
何
な
る
構
造
を
も
つ
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
は
之
を
一
言
に
す
れ
ば
祉
舎
を
職
業
的
身
分
3
F
E
P
Eろ
に
よ
り
て
編
成
し
、
指
導

者
原
理
(
司
王
】

E
H》コ
E
E
立
に
よ
り
て
運
管
ぜ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
の
先
づ
身
分
的
枇
曾
秩
序
を
説
明
せ
ん
に
、
奮
き
世
界
観
の
下

に
あ
り
て
は
、
枇
舎
は
人
K

の
矯
め
に
は
皆
利
の
闘
争
揚
に
遁
ぎ
や
、
そ
こ
に
何
等
の
金
槌
的
友
統
一
的
秩
序
は
た
く
、

い
は
ピ
自

然
扶
態
に
放
任
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。

ナ
チ
ス
は
か
L

る
「
無
政
府
欣
態
」
を
解
消
し
て
枇
舎
を
人
聞
の
も
の
に
取
り
戻
さ
う
と
友
し
て
薮

に
職
業
に
よ
る
身
分
と
い
ふ
中
世
的
危
宗
教
的
友
理
念
を
復
活
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
峨
業

S
Rロ
コ
は
単
一
怒
る
営
利
の

手
段
に
非
守
し
て
共
同
障
に
必
要
と
す
る
持
働
の
捨
営
と
し
て
観
ぜ
ら
れ
る
。
従
っ
て
職
業
に
は
自
ら
金
際
的
の
統
制
が
加
は
り
一

定
の
醐
閥
系
が
成
り
立
っ
て
ゐ
る
。
人
は
こ
の
職
業
を
通
じ
て
祉
舎
に
奉
仕
し
と
の
職
業
に
就
て
枇
合
的
責
任
を
負
ふ
@
換
言
ず
れ
ば

人
々
は
職
業
に
よ
り
て
努
働
共
同
般
の
構
成
員
と
友
り
又
職
業
に
よ
り
て
枇
舎
的
地
位
身
分
を
獲
得
す
る
。
努
働
の
組
織
と
祉
舎
の

組
織
と
は
、
か
く
て
表
裏
一
憶
の
閥
係
を
た
し
、
吐
舎
は
秩
序
・
階
統
を
も
ち
自
然
的
た
無
政
府
欣
態
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
と
を
う

る
。
次
に
指
導
者
原
理
に
於
け
る
指
導
者
と
は
共
同
慢
の
意
志
・
感
情
を
最
も
よ
く
樟
得
す
る
共
同
館
人
格
の
所
有
者
を
指
す
。
ナ

チ
ス
に
よ
れ
ば
彼
は
民
族
と
本
質
的
に
一
剛
胆
で
あ
り
決
し
て
所
謂
狽
裁
者
で
は
友
い
。
指
導
者
原
理
と
は
図
氏
が
か
h

る
指
導
者
を



信
頼
し
て
、

そ
の
指
導
に
服
従
す
る
と
と
を
意
味
す
る
。
指
導
者
原
理
に
よ
り
て
、
始
め
て
図
氏
と
国
家
と
は
人
格
的
友
結
合
を
も

ψ
巾

ち
、
震
の
国
民
的
意
志
が
具
現
さ
れ
う
る
。
指
導
者
原
理
に
よ
る
身
分
国
家
の
運
営
と
そ
最
も
正
し
き
岡
家
の
姿
で
あ
る
。

か
〈
で

ナ
チ
ス
革
命
は
か
れ
ら
に
と
り
で
は
「
革
命
中
の
革
命
」
(
む
ぽ
男
君
。
一
E
S
L
2
同
ぬ
ぐ

czzgg)
で
あ
り
「
貫
疋
の
革
命
」
(
開
口
Z
S

-
N
雪
之
Z
E
-
-
ふ
た
り
と
い
は
る
。
指
導
者
原
理
に
就
て
特
記
す
べ
き
は
彼
等
の
岡
家
論
で
め
る
。
か
れ
ら
は
指
導
者
原
理
が
園
出
現
の

機
力
的
獄
裁
に
非
ぎ
る
こ
と
を
高
調
し
、

ナ
チ
ス
主
義
に
と
り
で
は
「
最
高
の
政
治
債
値
は
民
族
(
〈
Q
F
)

で
あ
っ
て
図
家
は
そ
れ
白

に
す
ぎ
ね
」

v
ど
い
ひ
、
或
は
「
図
家
は
氏
族
意
士
山
の
章
宏
る
執
行
者

鰐
に
何
等
の
債
値
を
有
せ
ね
。

そ
れ
は
民
族
の
手
段
一
宮
正
口
一
)

〈三一印
{
2
2
2
)

で
あ
る
」
と
い
ふ
。
岡
家
が
あ
っ
て
叫
ん
族
が
あ
る
の
で
危
い
。

岡
家
は
民
放
の
闘
技
巧
口
一
日
己
ω
円一百円

山
戸
E)
"(:. 

<1"， 

る
、
従
っ
て
V

ェ
パ
ン
の
一
試
〈
が
如
き
旭
川
温
十
点
字
不
全
開
主
義
は
ナ
チ
ス
の
閥
次
論
に
静
岡
で
は
ま
ら
ね

3

国
J

試
の
優
先
機

勺

-
n
2
3
n
J目

、t
z
，，
L

L
2
山
由
戸
主
主
は
ロ
マ
ン
人
の
原
却
で
あ
り
、

ヂ
ル
守
ン
の
原
理
は
一
ー
民
族
の
優
位
」
(
主
-
E
F
L
E
タ
L72)
に
あ
る
と
恋
し
て
ゐ

7， 
%吋

ーー一
置

値

の

轄

換

新
し
き
世
界
観
に
よ
る
民
族
共
同
牒
と
は
凡
そ
以
上
の
如
き
精
榊
と
組
織
と
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
ナ
チ
ス
革
命
前
の
精

神
や
組
織
と
は
根
本
的
に
相
容
れ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
革
命
に
よ
り
て
鷲
き
文
化
の
憤
値
が
悉
く
破
壊
さ
れ
で
新
し
き
債
値

が
之
に
代
っ
て
行
っ
た
。
五
回
人
は
認
に
新
一
簡
便
値
が
如
何
に
陣
換
し
た
が
を
考
察
し
ゃ
う
と
忠
ふ
。
之
を
述
ぶ
る
に
営
り
て
政
治
上

経
済
上
・
祉
曾
上
・
文
化
(
狭
義
)
上
の
領
域
に
細
分
す
る
が
、
も
と
よ
り
根
本
精
一
柳
は
一

つ
在
る
が
故
に
彼
我
に
相
通
や
る
も
の
が
少

ナ
チ
ス
革
命
の
原
理
と
伺
伎
の
輔
換

第
四
十
七
巻

~ 
f、

~ 
ノ、
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ナ
チ
ス
革
命
白
原
理
と
償
値
の
韓
挽

第
四
十
七
巻

ノ、
IIY 

第

競

六
四

く
友
い
。
従
っ
て
そ
れ
は
使
宜
の
た
め
に
外
注
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

凶
政
治
的
領
域
に
於
け
る
債
値
の
持
協

イ
政
治
的
使
値
の
優
位
。
一
鍔
き
世
界
観
に
あ
り
で
は
粧
摘
が
枇
舎
の
某
礎
で
あ
る
と
考

へ
ら
れ
、
従
っ
て
政
治
的
使
値
も
経
済
的
問
値
の
下
位
に
立
た
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

ナ
チ
ス
の
視
結
か
ら
す
れ
ば
経
済
が
吐
舎
の

規
定
者
で
は
訟
い
団
経
摘
も
亦
配
合
の
創
出
に
か
i
A
U
人
の
意
志
K
支
配
J
C

る
L
も
の
で
あ
る
。
且
つ
如
何
な
る
図
，
試
を
建
設
し
ゃ

F
Y
H
=
ぺ

九

日
J
Eコh
d
z
hベ
ム
口
何
4
1
7
h
J
h
〉

介

1
f
、

主

主
1
H司
}
菖
〉

HLP三
十
主
主

H
こ
い
一
〉

J

由
」
L

J
民
主
主
t
日
1
1
t
A
日

I
Aロ
4
A
L
J
j
t

本
町
と
甘
日
H
同
疋

U
，E
1
l
uじ
J
A
ν
i

s
 

が
あ
る
の
で
泣
く
‘
国
家
が
あ
り
て
或
は
国
家
の
潟
の
粧
品
川
な
の
で
あ
る
。

一
fp-十
J

F

」

r
p
F
Z
q
o

AJ仁
ノ
J
t
-
4
J
E
f
H
L

す

w
E
L
4
r
A
V〉
-
ヘ
ノ

3
'
戸
-
司
吋
訓

2
v

、

gmdυ
，刀

z
t
J戸
(
日

LrZ司

以
前
の
如
き
規
開
…
は
園
家
を
経
怖
の
奴
隷
と
し
た
。

チ
ス
革
命
の
使
命
は
か
L

る
国
家
を
経
済
か
ら
解
放
す
る
に
る
る
。
換
合
一
目
す
れ
ば
「
経
済
の
優
位
L

H
J
』

Ehw門

L
R
U『

cr。ロC
E
2
)
は

に
と
り
換
へ
ら
れ
ね
ば
紅
ら
ね
。
か
く
し
て
経
済
は
政
治
の
支
配
者
か
ら
隷
同
局
者
に
持
落

、白ノ

'A

す
る
に
至
っ
た
。
作
民
主
主
義
よ
り
貴
族
主
義
へ
そ
し
て
指
導
者
原
理
へ
。
従
来
の
民
主
主
誌
は
「
多
数
の
原
理
」
(
云
ぬ
F
L
E
E
-
-
T

「
政
治
の
優
位
」

(
P
H
E
R
L
2
P
L
-
z
r

一

Nf}
邸
ち
多
数
が
政
治
的
支
配
礁
を
握
る
と
い
ふ
政
治
的
約
束
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、

ナ
千
ス
に
よ
れ
ば
多
数
は
必
や
し
も
国
民

の
真
意
を
反
映
す
る
も
の
で
友
く
、
少
数
の
意
見
必
宇
し
も
低
劣
と
は
限
ら
ぬ
。
民
族
共
同
慌
に
る
り
で
は
民
族
の
買
の
意
志
が
政

治
に
反
映
す
る
乙
と
が
根
本
で
あ
っ
て
数
の
多
寡
は
問
題
で
な
い
。
民
主
島
義
は
個
人
の
平
等
主
義
の
下
に
多
数
の
人
を
政
治
に
参

加
せ
し
め
た
が
、
そ
の
結
呆
は
政
治
を
凡
庸
に
し
無
責
任
に
し
腐
敗
せ
し
む
る
に
至
っ
た
。

ナ
チ
ス
の
理
論
に
減
れ
ば
一
間
文
化
の

進
展
は
多
数
の
凡
庸
の
徒
に
よ
り
で
た
さ
る
L
に
非
や
し
て
優
秀
な
る
少
数
の
人
々
の
力
に
よ
り
て
友
さ
る
t
h

の
で
あ
る
。
優
秀
友

る
民
族
が
劣
等
民
族
を
支
配
す
る
と
と
の
営
然
た
る
と
同
様
に
優
秀
た
る
能
力
あ
る
個
人
が
他
の
凡
府
を
指
導
す
る
の
は
首
然
で
あ

る
と
泣
す
。

か
く
し
て
民
主
K
義
は
斥
け
ら
れ
て
貴
族
主
義
・
英
雄
主
義
・
哲
人
主
義
の
精
神
を
汲
む
指
導
者
原
理
が
之
に
代
る
に ナ

J. Hellauer， a. a. O.自. 6. 
本項は拙稿、ナチス主義と経済的自己責任の原則(絞桝諦i叢第四十六巻第一
統)参照。
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至
っ
た
。
川
橋
利
よ
り
義
務
へ
。
国
民
共
同
憶
に
あ
り
で
は
個
人
の
自
然
的
権
利
や
天
賦
人
権
を
認
め
な
い
っ
全
鑓
枇
舎
に
於
け
る

政
関
と
し
て
の
個
人
に
は
、
全
鰹
一
耽
曾
に
針
す
る
基
本
的
義
務
を
負
へ
ど
も
某
本
的
権
利
友
ど
は
あ
り
え
友
い
の
で
あ
る
。
査
し
樺

利
は
負
は
さ
れ
た
る
義
務
を
途
行
す
る
た
め
に
の
み
輿
へ
ら
る
L
も
の
左
る
か
ら
で
あ
る
。
元
市
消
p
t
F
7

ン
人
は
権
利
を
主
張
し
た

民
族
で
は
な
い
。
寧
ろ
義
務
を
遂
行
す
る
と
い
ふ
こ
と
が
彼
等
の
特
性
で
あ
っ
た
。
権
利
を
先
に
立
て
L
本
来
不
平
等
在
る
人
聞
が

等
し
く
平
等
の
模
利
を
主
張
す
る
が
如
き
は
四
欧
か
ら
の
外
来
思
想
で
あ
る
。
か

L
る
個
人
主
義
的
平
等
主
義
的
椿
利
翻
を
す
て
L

古
来
の
ヂ
ル
マ
ン
精
訓
刊
に
復
ら
ね
ば
な
ら
ね
。
新
し
き
岡
叫
ん
枇
合
主
義
は
如
何
な
る
様
利
を
も
要
求
し
な
い
の
で
あ
る
と
ナ
チ
ス
は

説
〈
。閉

経
嘩
円
内
現
戎
C
仏
ハ
ナ
る
買
砲
さ
岨
中
市
川

f
k
i
-
-
i
j
i
j
l
'
l
j
t
b
f
t
 
f
持
働
視
の
岬
党
準
。

個
人
主
義
時
代
に
は
持
働
は
苦
痛
で
あ
り
や
む
を
え
ざ
る
人
間
的

枇
命
的
犠
牲
友
り
と
せ
ら
れ
た

3

従
っ
て
持
働
の
犠
牲
を
最
少
限
度
に
止
め
や
弓
と
す
る
持
働
の
同
逃
・
陣
嫁
を
以
て
合
理
的
な
り

ナ
チ
ス
の
観
黙
は
之
と
異
る
。
か
れ
ら
に
よ
れ
ば
労
働
は
人
格
の
表
現
で
あ
り
生
の
歎
び
で
あ
る

3

人
は
持
働
に
よ

り
で
共
同
鱒
へ
寄
輿
し
う
る
。
持
働
は
共
同
慌
成
員
の
義
務
で
あ
る
の
み
左
ら
や
叉
名
誉
で
あ
り
槙
利
で
あ
る
つ
持
働
を
回
避
す
る

と
せ
ら
れ
た
。

こ
と
は
こ
れ
ら
の
義
務
を
怠
り
名
春
を
夫
び
権
利
を
棄
つ
る
こ
と
で
あ
り
、
共
同
勝
成
員
と
し
て
最
も
恥
づ
べ
き
と
と
で
あ
る
。
殊

に
ナ
チ
ス
は
枇
舎
進
歩
の
根
本
を
創
造
に
あ
り
と
み
で
ゐ
る
の
で
一
居
努
働
を
隼
重
ず
る
。
蒸
し
労
働
は
そ
れ
自
開
創
迭
に
外
友
ら

ぬ
か
ら
で
あ
る
。
か
れ
ら
が
「
共
同
館
に
於
け
る
個
人
の
債
値
は
彼
が
共
同
醐
胞
に
向
っ
て
何
を
給
付
し
た
る
か
に
よ
り
て
定
ま
る
」

と
い
ひ
、
-
唯
労
働
と
行
動
に
の
み
生
活
の
意
味
が
あ
る
。
王
国
人
は
生
き
ん
が
矯
め
に
働
く
に
非
ポ
し
て
働
く
矯
め
に
生
き
る
な
り
〕

と
た
し
、
「
ナ
チ
ス
此
曾
主
義
は
必
働
ず
る
も
の
ミ
枇
舎
主
義
な
り
」
等
身
い
ふ
の
も
何
れ
も
か
れ
ら
の
弊
働
規
を
い
ひ
現
は
し
た
も

ナ
チ
ス
革
命
の
原
理
と
償
値
の
韓
換

第
四
十
七
巻

第

晶君

六
五

ノ、

五

= J'-マー λ 著多町民課ナチス経済讃本 p.83 ltび兵島氏諜ナナ λ 準職時間家
償制 p・I3I-Z. 
J. lIellauer， a. a. O. S. 25. J. Je当日n，a町 ".  O. S. 9'. 
。 D同ricll，論文 Econo~ic-Tl1inkin:g :ln the new Germa町 (TheAnnaJs 
of the Ame~ic;'~ Academv of Political-and !:iucial sGience， May， 1937)多照。
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ナ
チ
ス
革
命
の
原
理
と
債
位
の
轄
換

害事

就

六
六

第
四
十
七
巻

六
六

の
で
あ
る
。

か
ミ
る
州
問
働
嗣
慨
に
立
。
ナ
チ
ス
に
め
り
で
は
従
っ
て
叉
、
人
々
に
弊
働
を
提
供
す
る
と
と
L
提
供
せ
ら
れ
た
る
持
働
を

完
全
に
遂
行
せ
し
む
る
僚
件
を
作
り
出
す
と
と
を
以
て
闘
家
の
義
務
友
り
と
な
し
て
ゐ
る
。
叉
以
て
菩
世
界
観
に
於
け
る
制
制
限
の
大

友
る
縫
革
と
い
ふ
ベ
合
一
で
あ
る

3

か
t
A

る
翻
附
…
に
立
つ
ナ
チ
ス
に
と
り
で
は
持
働
の
成
果
た
る
私
有
財
奇
を
も
勿
論
傘
重
し
て
之
を

ほ
母

A

レ」
r
t
h
d
R
h
H
h
-
一任口

VY--
パコ亡、
d
z
ハO

B
i
-
Y
世
主
な
に
ニ
一
ゅ
の
」
ノ

d
J
7
5
ト

v

併
し
彼
等
は
川
有
よ
り
も
午
ろ
創
造
に
大
危
る
川
一
他
を
絡
め
て
ゐ
る
の
で
あ
り
、

と
の
貼

に
於
て
又
新
時
代
に
入
h

り
で
は
北
口
、
ホ
・
財
産
の
似
い
一
よ
り
も
労
働
の
似
値
を
す
向
く
詰
問
す
る
に
一
主
っ
た
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

コノ

7

ス
が
私
有
財
産
を
認
む
る
と
雌
も
枇
合
的
見
地
か
ら
之
を
認
む
る
の
で
あ
っ
て
、
個
人
的
に
も
枇
曾
的
に
も
何
等
創
活
に
役
立
た
ね

が
如
き
所
有
の
欣
態
や
程
度
は
勿
論
之
を
認
め
た
い
c

部
ち
ナ
チ
ス
は
私
有
財
産
に
射
し
て
は
、
共
産
主
義
者
の
如
く
全
陵
論
者
に

非
ら
や
又
自
由
主
義
者
の
如
く
之
を
榊
型
化
ず
る
も
の
で
も
た
い
。
札
命
的
創
治
に
貢
献
す
る
こ
と
の
如
何
に
よ
り
て
之
に
統
制
を

ナ
チ
ス
が
私
有
財
産
に
針
し
て
は
.
中
立
的
な
り
と
い
ふ
は
こ
の
意
味
で
あ
る
。
ロ
私
一
骨
上
り
公
谷
一

加
へ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

へ
。
苔
き
自
由
主
義
枇
舎
に
於
て
は
「
私
利
を
通
じ
て
公
盆
へ
」
と
い
ふ
原
則
が
行
は
れ
た
か
ら
経
柄
上
も
私
待
が
第
一
に
友
っ
て
ゐ

た
。
例
し
ナ
チ
ス
に
あ
り
で
は
共
同
憾
の
維
持
設
展
と
い
ふ
こ
と
が
最
尚
同
様
で
あ
る
が
故
に
、
粧
品
川
上
も
亦
乙
の
全
酷
的
利
録
郎

ち
公
径
を
第
一
と
し
校
け
れ
ば
な
ら
ね
。
刊
紙
に
於
て
「
公
盆
は
私
(
批
に
優
先
す
」
(
の
の
E
2
2
2訂

た
ー
が
但
し
公
盆
を
尊
重
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
私
徒
を
排
除
す
る
こ
と
を
意
味
し
左
い
。
ナ
チ
ス
経
怖
に
あ
り
て
も
依
然
と
し
て
私
谷

ぞ
R
h
v
d

，

]
山
-
羽
。

-
Z
}
Z
F
N
)

の
原
則
を
樹
て

の
追
及
や
私
的
創
造
が
そ
の
根
本
を
な
し
て
ゐ
る
の
で
る
る
。

ナ
チ
ス
は
個
人
の
利
訴
や
幸
隔
を
全
然
な
く
し
て
利
他
心
の
み
で
働

け
と
い
ふ
が
如
き
枇
舎
は
殻
展
性
を
も
つ
も
の
で
た
い
。
公
盆
と
矛
盾
せ
ざ
る
或
は
公
訴
の
基
礎
と
友
る
が
如
き
私
益
は
会
樫
主
義

の
立
場
か
ら
も
之
を
訟
め
心
ば
な
ら
む
と
恋
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
公
訴
を
傘
草
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
・
乏
も
経
桝
の
悶
家
化

Jens Je回 en，a. a. O. S. 95・
濁迩図民1仕舎:~tS;綱領第廿四保。

16) 

'7) 



ぐ

C2zhF[
一円一
E
コ
珂
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或
は
在
来
の
閣
骨
化
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
。

ナ
チ
ス
は
撃
を
ー
だ
ぎ
く
し
て
か
L
る
経
済
の
岡
家
化
・
中
央

集
械
化
は
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
や
フ
ア
ソ
シ
ズ
ム
の
採
る
所
で
あ
っ
て
、

ゐ
る
。

わ
が
ナ
ス
主
義
と
根
本
的
に
相
容
れ
ね
所
で
あ
る
と
た
し
て

ナ
チ
ス
は
い
ふ
。
「
創
意
心
は
経
品
川
的
進
歩
の
最
も
布
力
な
る
能
凶
で
あ
り
、
我
々
の
文
化
の
必
須
僚
件
で
る
る
」
。

は
不
必
要
な
る
干
渉
を
企
業
に
針
し
て
な
ナ
ぺ
か
ら
や
」
と
。

「
図
家

ナ
チ
ス
経
済
K
自
由
や
創
誌
の
残
さ
る
べ
き
は
上
の
如
く
た
る
が

経
済
政
策
の
最
高
原
則
が
公
袋
に
怖
じ
た
こ
と
は
訴
時
代
の
私
谷
本
位
の
政
策
か
ら
の
大
た
る
持
換
と
い
は
ね
ば
な
ら
ね
。
ハ
農
業

及
び
農
民
の
重
要
問
へ
。
ナ
チ
ス
が
農
業
及
び
農
民
を
一
軍
要
腕
ず
る
に
至
っ
た
の
は
そ
の
世
界
観
に
基
づ
〈
。
既
に
述
べ
た
る
如
く
が

れ
ら
の
民
族
共
同
慨
は
血
縁
1

一
地
縁
L
」
の
総
合
で
あ
る
。

一
、
司
自

1
L
K
Z
L
H
ミ

‘

L
P
1

3
F
H
f
在
古
!
宇

7
E
H
，
刀
ら
み
、
f
り

農
民
は
最
も
共
同
時
的
性
絡
を
有

ム
?
λ
v
u

農
民
に
於
て
は
都
市
民
に
於
付
る
よ
り
血
統
の
純
潔
が
保
た
れ

τ居
り
日
つ
人
口
の
増
加
卒
も
遁
に
大
き
い
。

i
A
z
t
t
E
 

づ
っ
一
ノ
ド
h
d
E

げ
す
」
そ
血
統
一
5
2一
)
と
血
族
(
宮
古
)
の
逗
岐
者
(
戸
4
Z
再
三
)
で
あ
り
、
一

J

血
統
の
源
泉
」
(
一
回
一
口

E
E
=。
)
で
る
り
民
族
の
生
命
の
源
来

(
H
h
r
E
5
5一
一
。
)
友
り
と
な
す
。
更
に
設
民
は
そ
の
峨
業
の
性
質
上
土
に
最
も
親
し
む
。

祖
国
の
間
土
・
白
岬
却
を
愛
す
る
も
の
農
民

に
如
く
は
な
い
。
農
民
に
と
そ
古
来
の
ヂ
ル
マ
ン
精
神
が
宿
っ
て
ゐ
る
と
せ
ら
る
L
。
ナ
千
ス
が
農
業
及
び
農
民
を
重
要
硯
す
る
の

は
と
れ
の
み
に
止
ら
ね
。
農
業
は
悶
民
栄
養
の
源
泉
で
る
る
。

ナ
チ
ス
は
次
に
述
ぷ
る
如
く
ア
ウ
タ
リ
キ
1
政
策
を
と
っ
て
ゐ
る
の

で
一
一
唐
農
業
が
軍
要
a
ど
な
っ
て
く
る
。

ナ
千
ス
は
こ
の
外
に
商
工
業
の
根
本
が
農
業
に
あ
る
と
い
ふ
見
地
か
ら
も
農
業
を
重
要
組
す

る
。
之
を
要
す
る
に
共
同
開
精
酬
の
上
か
ら
も
図
民
栄
養
の
見
地
か
ら
も
商
工
業
の
繁
栄
の
た
め
に
も
農
業
及
ぴ
農
民
は
根
本
的
に

ナ
チ
λ

は
い
ふ
。
「
制
品
培
農
民
階
級
に
民
族
共
同
憾
の
蓮
命
が
か
L
つ
て
ゐ
る
」
と
。
=
自
由
貿
易

必
要
な
り
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。

よ
り
ア
ウ
タ
リ
キ

l
「。

ナ
チ
ス
に
よ
れ
ば
氏
族
共
同
棋
の
確
立
の
錫
に
は
共
同
憾
の
生
活
が
他
の
力
に
侍
頼
し
友
く
と
も
自
足
出

ナ
チ
λ

革
命
の
原
理
と
債
値
の
腸
換

第
四
十
七
巻

六
七

量客

観

ノ、

七

Jens Je田 en，a. a. O. S. 94-5・
20) 具島氏課前掲書 p.76， d. r 50. 
J. IIellaue.， a. a. O. S・7-9・ 22) J. lfellaner. a. a. O. S.. 7・
阿部源一、アウ夕日キーの思想的背公(I訟II~経済雑誌:第右ト八巻第一競) ，li，ぴ
j亡、建林IE事、濁迎アウタルキイ政策のロマ ν(J'3挫格に就て(岡民経済雑誌
第六十一巻第一披)参照。
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十
手
ス
革
命
の
原
理
と
慣
伎
の
韓
換

来
る
も
の
で
な
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
蓋
し
か
の
自
由
貿
易
の
如
き
原
理
に
よ
り
て
交
易
に
依
存
し
て
ゐ
る
反
ら
ぽ
、

第
四
十
七
巻

六
八

第
一
一
概

六
八

一
朝
有
事
の
際
に

は
忽
ち
共
同
盟
は
そ
の
存
在
を
脅
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
れ
ば
共
同
開
は
ア
ウ
タ
リ
キ
ー
を
究
極
目
標
と
し
て
進
ま
ね
ば
友
ら

ぬ
。
ナ
チ
ス
が
ア
ウ
タ
リ
キ
1

の
理
念
を
抱
く
の
は
漏
り
経
済
上
の
理
由
の
み
か
ら
で
友
い
。
貿
易
に
よ
り
て
自
園
を
世
界
の
市
揚

と
な
す
揚
合
に
は
、
雑
多
の
民
族
の
血
統
や
思
想
が
流
作
込
ん
で
は
ツ
ル
マ
ン
丈
化
を
混
濁
さ
せ
る
。
民
族
の
血
統
と
思
想
の
純
潔
乞

保
つ

K
も
他
民
族
と
の
交
川
伸
一
の
少
さ
と
と
を
笠
ま
し
と
す
る
。
且
又
ナ
チ
ス
は
今
日
世
界
に
闘
争
の
絶
え
ざ
る
は
各
閥
時
が
ア
ウ
タ

nd
キ
ー
を
佐
立
し
て
ゐ
た
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
れ
ば
世
界
平
和
の
再
建
の
矯
め
に
も
各
園
民
は
プ
守
グ
リ
キ
ー
を
目
指
す
べ
き
で
る

一
る
と
な
す
様
で
あ
る
。
体
そ
の
他
ナ
チ
ス
が
中
小
企
業
を
保
護
せ
ん
矯
め
に
大
企
業
を
抑
制
し
て
ゐ
る
と
と
や
、
分
配
政
策
よ
り
も

生
産
政
策
に
重
き
を
置
く
に
至
っ
た
と
と
、
企
業
的
利
潤
上
り
も
寧
ろ
園
民
的
欲
望
充
足
に
重
き
を
置
く
に
至
れ
る
如
き
何
れ
も
奮

時
代
の
政
策
の
樽
換
で
あ
る
が
、
上
漣
の
諸
項
に
比
す
れ
ば
第
二
次
的
と
考
へ
ら
る
L
が
故
に
詳
設
を
省
く
。

門
別
枇
舎
的
領
域
に
於
け
る
債
値
の
締
換

イ
ナ
チ
ス
革
命
は
民
主
々
義
や
全
酬
盟
主
義
の
原
理
か
ら
個
人
主
義
・
階
級
主
義
を
斥
け

て
新
に
峨
業
的
身
分
国
家
を
編
成
し
た
υ

今
日
の
ナ
チ
ス
濁
鶏
で
は
理
論
的
に
も
賓
際
的
に
も
資
本
家
と
持
働
者
と
の
利
己
的
友
封

立
や
闘
争
は
詐
さ
れ
友
い
。
資
本
も
捗
働
も
企
業
家
も
持
働
者
も
共
同
憶
の
矯
め
に
輿
へ
ら
れ
た
る
機
能
を
果
す
べ
き
義
務
を
負
は

さ
れ

τゐ
る
。
従
っ
て
作
醤
き
世
界
観
の
下
で
は
政
策
の
階
級
的
債
値
が
常
に
核
心
を
注
し
た
が
、
今
日
は
全
般
的
債
値
が
問
題
と

た
る
。
祉
曾
政
策
も
従
来
は
階
級
政
策
で
あ
っ
た
が
今
日
に
於
て
は
そ
の
任
務
は
、
民
族
共
同
躍
に
於
げ
る
身
分
的
批
舎
秩
序
を
維

持
し
、
各
人
を
し
て
全
慌
の
矯
め
に
貢
献
せ
し
む
る
様
に
保
護
す
る
に
る
る
。
個
人
や
階
級
の
卒
等
的
模
利
を
基
調
と
し
た
る
が
如

を
一
皿
曾
政
策
法
も
は
や
存
し
え
た
い
。
勿
論
今
日
の
唯
曾
行
政
も
持
働
者
の
味
護
を
重
嬰
慨
し
て
ゐ
る
が
、

そ
れ
は
会
館
枇
曾
の
鴻



め
で
あ
っ
て
企
業
家
に
針
す
る
抗
争
の
矯
め
で
も
又
持
働
者
の
椿
利
の
矯
め
で
も
な
い
。

J

川
祉
曾
保
険
も
枇
舎
民
主
#
義
時
代
に

は
階
級
政
策
的
立
揚
か
ら
賃
銀
の
補
充
或
は
官
の
再
分
配
の
制
度
注
り
と
せ
ら
れ
た
が
、
今
日
は
民
族
共
同
開
の
利
持
獲
展
の
潟
め

に
祉
舎
的
困
窮
を
除
き
更
に
は
園
民
保
健
の
た
め
に
存
ず
る
も
の
と
せ
ら
る
L
陀
至
っ
た
。
」
~
枇
A
M

同
事
業
も
藷
き
時
代
に
は
人
道
主

義
或
は
階
級
主
義
の
立
揚
か
ら
左
さ
る
L
救
護
た
り
と
せ
ら
れ
た
が
、

ナ
チ
ス
に
至
り
て
そ
れ
は
民
族
保
護

qc
一rEam)
血
族

保
護
(
列
島

E
Z月
主
で
あ
り
、
民
族
と
し
て
使
値
多
き
同
志
を
作
る
こ
と
こ
そ
枇
曾
事
業
の
目
標
で
あ
る
と
せ
ら
る
L
に
至
っ
た
。

体
ナ
チ
ス
共
同
開
に
於
て
は
家
族
が
特
に
館
主
せ
ら
る
与
に
至
っ
た
。
査
し
家
族
は
民
族
の
血
統
と
精
刷
の
継
承
さ
れ
る
法
本
的
枇

舎
で
あ
る
か
ら
、
人
口
政
策
・
思
想
政
策
等
か
ら
重
要
訊
さ
れ
る
の
は
極
め
て
時
同
然
で
あ
る
。
加
之
、
ナ
ヂ
ス
は
議
時
代
の
如
〈
経

神
的
・
壮
曾
的
責
任
を
荒
川
く
図
次
比
集
中
せ
し
め
た
弊
を
治
け
で
責
任
の
分
部
主
義
を
と
っ
た
。
そ
の
政
策
が
家
族
制
度
の
匁
京
・

強
化
と
取
っ
て
現
は
れ
て
ゐ
る
の
で
る
る
。
へ
家
族
の
曾
亘
は
婦
人
の
家
庭
的
峨
能
を
高
〈
評
債
せ
し
む
る
に
至
り
、
婦
人
を
弁
働

戦
線
か
ら
退
か
し
む
る
に
至
っ
た
。
奮
き
時
代
に
於
け
る
如
を
婦
人
と
男
子
と
の
卒
等
親
や
婦
人
の
白
立
と
い
ふ
が
如
き
思
想
は
す

て
ら
れ
て
、
女
性
と
し
て
棄
と
し
て
男
性
と
協
力
し
て
紅
舎
に
奉
仕
す
べ
き
も
の
と
せ
ら
る
L
に
至
っ
た
。
れ
ナ
チ
ス
は
新
し
き
世

そ
の
完
成
は
醤
時
代
の
人
h

よ
り
も
寧
ろ
若
辛
口
少
青
年
に
倹
た

界
観
に
よ
る
民
族
共
同
闘
は
一
朝
一
夕
に
完
成
す
る
も
の
で
友
〈
、

-
な
け
れ
ば
た
ら
ね
と
な
し
て
、
少
青
年
の
教
育
・
保
護
・
訓
練
を
非
常
に
重
要
腕
し
て
ゐ
る
。
個
人
主
義
時
代
に
は
営
利
能
力
あ
る
成

ナ
チ
ス
で
は
未
来
を
重
ん
じ
現
在
よ
り
も
未
来
的
傾
値
あ
る
人
K

を
隼
草
す
る
に
至
っ
た
。
以
上
枇
曾

人
の
償
値
が
高
か
っ
た
が
、

的
領
域
に
於
け
る
債
値
の
輔
換
は
之
を
要
す
る
に
個
ん
的
階
級
的
債
値
上
り
身
分
的
・
全
陸
的
使
値
へ
、
卒
等
的
岡
山
値
よ
り
不
平
等

的
・
階
級
的
債
値
へ
、
凡
庸
的
使
値
よ
り
英
雄
的
債
値
へ
、
寓
民
的
債
値
よ
り
民
族
的
債
値
へ
、
現
世
的
債
値
よ
り
未
来
的
債
値
へ

ナ
チ
ス
革
命
の
原
理
と
餌
値
の
轄
換

第
四
十
七
管

六
九

六
九

告事

裁

拙稿、ナチス政策と調逸枇合保険の改町n車壁画寄論叢第四十五巻第六披)軍基.~i;{。
拙稿、職前戟f査のZ司逸肩上曾事業(絞持論議第四十二巻第一続)参照。
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テ
チ
且
革
命
白
原
理
と
債
債
の
鞠
換

第
四
十
七
巻

第

競

七
O 

七
O 

の
縛
換
で
あ
る
。

向
文
化
(
狭
義
)
的
領
域
に
於
け
る
債
値
の
持
挨

)
 

イ
物
質
よ
り
精
神
へ
。

ナ
チ
ス
の
共
同
僚
は
精
神
を
基
礎
と
し
物
質
的
な
る
も

の
を
基
礎
と
す
る
の
で
な
い
。

か
ゃ
う
友
共
同
轄
に
於
て
は
精
神
が
物
質
よ
り
牟
東
せ
ら
る
L
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。

ナ
チ
ス
に
よ

れ
は
民
族
は
紳
の
泊
り
給
ふ
た
も
の
で
あ
り
人
は
榊
の
子
で
あ
る
。
人
が
宴
性
を
喪
失
言
ニ
Eor--)
す
る
と
と
は
物
質
化
す
る
こ
と
ぜ

あ
り
そ
こ
に
人
類
の
堕
講
が
始
ま
る
o
古
来
の
歴
史
を
み
る
と
物
質
の
潟
め
に
多
ぐ
の
民
政
や
個
人
が
亡
び
て
ゐ
る
o
さ
れ
ば
人
聞
は

物
質
に
支
配
さ
る
ぺ
き
に
非
ら
十
し
て
之
を
支
配
す
べ
き
で
あ
る
。
物
質
も
亦
人
間
の
創
造
し
た
も
の
で
あ
っ
て
そ
れ
は
決
し
で
不

可
抗
的
の
力
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
資
本
主
義
や
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
は
粧
桝
の
「
永
久
的
法
則
」
と
か
市
内
人
に
過
や
る
「
経
済
原
因
」
を

探
究
し
た
が
、
か
L
る
物
質
的
な
考
へ
方
は
、
経
消
生
活
の
創
造
的
・
形
成
的
要
素
と
し
て
の
人
聞
の
精
神
・
理
念
・
思
想
を
無
視
す
る

も
の
で
あ
る
。
か
や
う
た
立
場
か
ら
ナ
チ
ス
は
精
神
を
讃
へ
物
質
文
明
を
蔑
み
英
雄
や
天
才
を
隼
び
冒
険
や
敢
錦
や
袈
明
が
奨
励
せ

ら
れ
享
繁
や
利
用
を
卑
し
む
。
榊
的
友
る
も
の
聖
た
る
も
の
に
最
高
の
債
他
が
置
か
れ
て
宗
教
は
か
つ
て
の
阿
片
の
地
位
か
ら
再
び

精
一
糾
の
王
座
に
復
っ
た
。
ナ
チ
ス
は
「
信
仰
は
人
聞
を
動
物
的
存
在
の
水
準
以
上
に
高
め
上
げ
る

t
i
-
-
dと
い
ひ
又
「
国
民
の
信
仰

は
滴
泡
枇
合
主
義
の
前
提
た
り
」
と
も
い
ふ
。
ナ
チ
ス
運
動
は
基
督
穀
の
基
艇
の
上
に
立
っ
て
ゐ
る
と
と
は
黛
の
綱
領
に
照
し
で
も

明
か
で
あ
り
、
ナ
チ
ス
運
動
は
紳
の
命
令
で
あ
る
と
さ
へ
い
っ
て
ゐ
る
。
ロ
理
性
文
化
よ
り
生
の
文
化
へ
。
近
世
自
由
主
義
は
昏
蒙
時

代
の
産
ん
だ
現
性
主
義
の
都
民
展
で
あ
る
。
理
性
の
命
守
る
所
は
邸
ち
自
然
法
に
合
致
し
自
然
法
に
よ
り
て
動
く
祉
舎
は
迎
想
の
枇
舎

で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
た
。
併
し
か
L

る
現
性
も
個
人
主
義
的
世
界
観
の
下
で
は
利
己
・
砕
い
利
・
闘
守
の
武
器
と
な
り
了
せ
て
枇
舎
の
金

慢
性
を
破
壊
し
人
間
の
文
化
を
無
味
乾
燥
に
し
た
。

ナ
チ
ス
の
全
惜
主
義
・
民
族
主
義
は
か
L
る
個
人
主
義
に
も
現
性
主
義
に
も
疋

O. Dietrichの前掲論文参照。
A. Hifler， aa a. O.己.8. 
秋告書氏言吾、ナチスの哲撃と絞椀 p.135・
1埼j畠幽民枇曾誌の綱領第廿四傑参照。
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反
針
の
立
場
を
と
る
。

や
む
に
止
ま
れ
ね
民
族
的
生
1
|
|
民
族

ナ
チ
ス
遜
動
は
四
性
や
打
算
や
功
利
か
ら
出
議
し
た
も
の
で
友
く
、

的
本
能
感
情
・
意
志
等
の
送
り
出
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
本
能
的
で
あ
り
自
然
的
で
あ
り
超
個
人
的
で
あ
り
趨
理
性
的
で
あ
る
。

か
L

る
生
は
生
の
み
が
こ
れ
を
理
解
し
う
&
。
偏
狭
な
る
個
人
的
理
性
の
到
底
解
し
能
は
ね
も
の
で
あ
る

Q

か
や
う
友
立
場
か
色
ナ

チ
ス
は
沓
き
個
人
主
義
・
唯
物
主
義
・
合
理
主
義
・
現
知

E
義
を
排
し
て
生
け
る
全
般
と
し
て
の
閣
民
の
生
命
力
に
共
同
償
の
本
礎

を
置
か
う
と
す
る
。
民
族
的
生
を
基
礎
と
す
る
ナ
ヂ
ス
は
叉
を
の
営
然
の
結
果
と
し
て
行
動
を
隼
ぷ
。
荒
し
生
き
る
と
い
ふ
こ
と
は

ヒ
ト
ラ
ー
も
「
我
々
の
求
む
る
も
の
は
毘
却
で
た
く
し
て

意
士
山
し
感
情
す
る
と
と
邸
ち
行
動
す
る
こ
と
に
外
た
ら
ね
か
ら
で
あ
る
。

行
動
で
あ
る
」
と
い
ふ
。
そ
の
意
味
は
世
界
観
の
縫
革
に
首
り
て
偏
狭
在
る
知
性
を
一
汗
ぷ
の
患
を
排
す
る
と
い
ふ
に
外
注
ら
む
。
グ

ナ
ヂ
ス
の
創
浩
や
行
動
の
頃
礼
一
一
川
を
支
按
し
℃
ゐ
る
。
ハ
都
市
立
〈

(
 

ン
パ
ル
ト
も
行
働
性
は
が
ル
マ
ン
民
放
の
特
性
そ
あ
る
と
な
し
て
、

化
よ
り
農
村
丈
化
へ
。
ナ
チ
ス
は
都
市
殊
に
大
都
市
文
化
を
嫌
悪
す
る
。
荒
し
都
市
文
化
は
自
由
主
義
・
個
人
主
義
・
資
本
主
義
文

化
の
澗
熟
せ
る
も
の
ι
な
る
が
放
で
あ
る
。
先
づ
都
市
文
化
は
迎
性
の
文
化
で
あ
る
。
市
民
の
生
活
は
利
己
の
矯
め
営
利
の
矯
め
に
問

隙
な
く
合
加
一
化
さ
れ
て
人
間
的
な
感
情
や
意
欲
は
凡
て
犠
牲
に
さ
れ
て
ゐ
る
。

ナ
チ
ス
の
言
葉
を
使
へ
ば
の
Z
2
と
∞
2
F
が
分
離

し
て
ゐ
る
。
叉
都
市
文
化
は
物
質
文
化
で
あ
る
。
日
営
利
主
義
の
文
化
は
人
々
を
し
て
物
質
に
大
悲
る
侭
値
を
認
め
し
め
て
精
神
的
友

る
も
の
を
極
ん
ぜ
し
め
る
。
人
々
は
物
質
を
脆
揮
し
物
質
に
支
配
さ
れ
て
ゐ
る
。
物
質
の
追
及
は
他
と
の
争
奪
で
あ
る
@
さ
れ
ば
都

市
文
化
は
物
質
的
・
闘
争
的
・
破
壊
的
で
あ
る
。
物
質
文
化
に
於
て
は
精
神
的
・
内
的
な
る
も
の
、
反
省
が
た
く
左
り
て
人
K

は
感

能
的
・
物
質
的
享
梁
を
の
み
遁
及
す
る
。
都
市
文
化
は
か
く
し
て
陵
頚
的
と
な
る
。
更
に
又
都
市
文
化
は
人
潟
的
で
あ
る
。
自
然
と

の
接
燭
は
少
〈
土
に
依
存
す
る
こ
と
が
少
い
。
人
K

は
針
人
闘
係
に
よ
り
て
又
不
動
産
の
代
り
に
動
産
関
係
に
よ
り
て
生
活
す
る
。

ナ
チ
ス
草
命
の
原
理
と
償
値
の
輔
換

第
四
十
七
巻

七

策

披

七

秋津氏、前調書 p.87-8. 
との項に就ては JensJe品 en，Volk und Wirtschaft S. I05-I.33参照。
具島氏謀、前掲脊 p・ 70• 多同氏課背H品者 p・47-.50・その他。

30) 
31) 
32) 



ナ
チ
ス
草
命
の
原
理
と
憤
値
の
轄
換

第
四
十
七
巻

七

第

貌

七

従
っ
て
人
生
の
自
然
的
た
る
も
の
は
失
は
れ
て
人
録
的
に
不
一
曲
さ
れ
、
副
闘
に
劃
す
る
愛
は
薄
ら
い
で
彼
等
の
性
格
は
移
民
的
浮
動

的
で
-
あ
る
。
都
市
文
化
の
特
色
は
吏
に
そ
の
図
際
的
友
る
劇
に
彦
る
。
都
市
で
は
他
民
族
と
の
交
沙
は
多
く
し
て
鋳
め
に
民
放
の
巾

統
や
思
想
は
異
質
的
友
る
も
の
と
混
和
さ
れ
て
問
有
性
を
喪
失
し
て
ゆ
く
。
然
も
又
都
市
で
は
人
口
の
増
加
率
は
少
〈
乎
る
民
族
誼

食
的
(
〈
c
p
o与
2
M
m
E
)
で
あ
る
。
凡
そ
以
上
の
と
と
を
数
へ
て
み
て
も
都
市
文
化
は
新
し
く
建
設
せ
ら
れ
ん
止
す
る
が
ル
マ
ン
共
同

般
に
と
り
て
甚
だ
腕
は
し
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
農
民
の
生
的
は
都
市
民
に
比
す
れ
ば
遂
に
非
借
利
的
で
あ
り
、
向

然
的
政
人
間
的
取
感
仙
や
粕
榊
が
多
分
忙
残
さ
れ
て
印
刷
り
ノ

h

又
か
れ
ら
は
都
巾
民
の
如
く
物
質
に
大
怠
る
仮
似
を
認
め
や
、
訟
J

ろ
新

榊
の
カ
・
宗
教
の
カ
に
多
く
依
頼
す
る
。
か
れ
ら
の
魂
は
物
質
的
友
も
の
入
居
刷
的
危
も
の
に
支
配
さ
る
と
機
舎
は
少
〈
自
然
的
な
も

の
神
的
た
る
も
の
に
向
ふ
。
且
つ
彼
等
の
魂
は
常
に
土
に
結
ぼ
れ
る
が
故
に
組
図
を
愛
す
る
こ
と
最
も
押
収
い
o
加
之
、
農
村
で
は
人

口
の
増
加
率
空
前
く
都
市
人
口
を
補
給
す
る
c

か
く
考
ふ
る
揚
合
に
農
村
文
化
と
そ
新
し
き
民
族
共
同
艇
の
基
底
を
友
す
も
の
で
左

け
ね
ば
友
ら
お
。

ナ
チ
ス
の
農
民
政
策
は
か
L

る
見
地
に
立
っ
て
奮
時
代
の
も
の
を
一
鐙
せ
し
め
た
。

回

批

判

毘

び

結

び

ナ
チ
ス
革
命
の
原
迎
並
び
に
そ
れ
に
伴
ふ
文
化
的
使
値
の
特
換
は
上
惑
の
如
〈
た
る
が
、
何
故
に
か
L
る
騨
換
が
行
は
れ
た
か
に

就
て
は
闘
よ
り
凋
逸
的
た
る
事
情
が
存
す
る
。
邸
ち
世
界
戦
争
に
於
け
る
敗
北
・
ヴ
ィ
ル
サ
イ
ユ
僚
約
に
よ
る
園
土
の
割
取
及
び
苛

酷
な
る
賠
償
金
の
負
捨
・
園
民
経
済
の
疲
弊
・
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
に
よ
る
中
等
階
級
の
波
落
・
巨
大
司
法
る
教
に
上
る
牢
ば
永
久
的
左

失
業
群
の
護
生
・
枇
合
忠
忽
の
混
乱
・
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
普
及
浸
潤
・
共
産
基
の
勢
力
の
拡
大
・
錆
を
削
る
募
資
の
階
級
闘
争
・
組



三
者
:μ

国
文
化
の
衰
廃
・
財
政
破
綻
・
園
際
的
無
力
化
・
人
口
減
退
等
々
は
人
士
乞
し
て
濁
逸
風
家
・
民
族
の
白
一
慨
を
田
山
は
し
む
る
に
至
っ
た
。

乙
の
秋
に
賞
り
わ
れ
ら
の
民
族
・
租
図
を
救
は

F
る
ぺ
か
ら
宇
と
・
な
し
て
贋
起
し
た
の
が
ナ
チ
ス
運
動
で
あ
る
。
そ
れ
は
漬
誠
に
瀕

し
た
狗
逸
民
族
の
生
の
反
援
で
あ
り
民
族
的
本
能
・
感
情
・
意
志
の
爆
裂
で
あ
る
。

ナ
チ
ス
は
濁
逸
を
か
〈
ま
で
に
悲
惨
な
ら
し
め

た
も
の
は
圏
内
的
に
は
個
人
主
義
・
唯
物
主
義
・
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
・
枇
舎
民
主
義
で
あ
り
園
際
的
に
は
個
人
主
義
的
な
世
界
機
構
並

び
に
そ
れ
に
依
存
す
る
園
際
聯
盟
の
横
暴
友
り
と
た
し
、
先
づ
圏
内
を
融
合
統
一
し
て
針
外
的
困
難
に
首
ら
ざ
る
べ
か
ら
や
と
な
す

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

と
れ
が
卸
ち
ナ
ヂ
ス
革
命
を
し
て
民
族
意
識
を
高
め
て
他
民
族
わ
け
で
も
猶
太
民
族
を
排
斥
せ
し
め
、
唯
物

主
義
'
個
人
主
義
を
抑
へ
で
精
帥
主
込
山
会
開
主
義
b
q
}

叫
ぴ
階
級
岡
学
・
側
内
相
到
を
断
盛
し
国
家
・
民
族
へ
の
奉
仕
・
貢
献
・
働
牲

の
徳
宇
一
讃
へ
し
む
る
に
去
ら
し
め
時
が

要
す
る
に
そ
れ
は
串
間
一
致
の
概
念
1
C
組
織
そ
整
へ
し
む
る
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

否
人

が
上
に
述
べ
た
諸
々
の
債
値
の
陣
換
は
何
れ
も
と
の
拳
図
一
致
の
刷
版
制
を
整
へ
ん
と
す
る
最
高
原
理
か
ら
現
は
れ
る
営
然
の
系
で
あ

る。
ナ
チ
ス
の
所
謂
民
族
共
同
鰭
の
川
崎
論
は
か
ゃ
う
注
調
逸
的
事
情
に
よ
り
て
生
ま
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
蹴
っ
て
吾
人
は
か

れ
ら
の
理
論
の
構
成
を
み
る
場
合
、
そ
こ
に
自
ら
濁
逸
的
友
る
型
を
見
出
さ

r
る
を
え
ぬ
。
そ
の
二
三
を
事
ぐ
る
友
ら
ば
、
川
ナ
チ

ス
運
動
は
基
督
教
の
信
仰
に
基
い
て
居
り
、
然
も
そ
れ
は
猫
逸
的
友
信
仰
に
よ
っ
て
ゐ
る
。
例
之
、

河
川

民
を
解
放
し
偉
大
左
ら
し
め
る
た
め
に
濁
逸
園
民
に
奥
へ
た
も
の
で
あ
る
」
と
か
、
「
わ
が
組
園
の
使
命
は
一
紳
の
命
じ
給
へ
る
も
の

司

、

ノ

で
あ
る
」
と
か
「
ヒ
ト
ラ
ー
は
北
方
紳
の
使
者
た
り
」
と
か
い
ふ
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
ろ
指
導
者
原
理
が
プ
ロ
シ
ヤ
の
軍
隊
的
秩
序

「
嘗
て
プ
ロ
シ
ヤ
の
軍
隊
を
し
て
濁
逸
園
民
の
驚
異
的
な
武
器
た
ら
し
め
た
所
の
か
の
原
則

「
ナ
チ
ス
運
動
は
紳
が
猪
逸
園

か
ら
採
ら
れ
て
ゐ
る
。

ヒ
ト
ラ
ー
も

-ナナ
Z

革
命
の
原
理
と
債
値
の
韓
換

第
四
十
七
巻

七

第

競

七

具島氏、前掲書 p・92.
同上、 p.93・

33) 
34) 



ナ
チ
ス
草
命
白
原
理
と
償
値
の
韓
換

第
四
十
七
巻

七
四

七
四

第

競

(
ド

J
E
-
-
r
u
[
]
E
-
E
}
A
d
z
-
F
Z
E
D
m三
回
ロ
ロ
F
m
M
M
5
M
L

〈
2p-民

言。
-
z
E
d
r
。z
g
n
r
o
r叩
口
)
と
い
ふ
原
則
と
そ
は
将
来
移
し
て
以
て
我
園
の
憲
法
の
金
構
成
の
根
本
版
則
た
ら
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
」

と
説
い
て
ゐ
る
の
を
み
て
そ
れ
は
明
か
で
あ
る
。
は
ナ
チ
ス
が
理
性
主
義
を
排
し
て
人
間
的
左
本
能
や
感
情
或
は
非
合
迎
的
危
も
の

1
iあ
ら
ゆ
る
指
導
者
の
構
成
を
下
部
に
及
ぼ
し
責
任
を
上
部
に
及
ぼ
せ

を
霊
ん
や
る
こ
と
や
個
人
主
義
を
排
し
て
会
腿
主
義
を
唱
へ
る
の
は
併
家
的
哲
郎
一
ゐ
精
榊
に
反
抗
し
て
起
っ
た
曾
て
の
ロ
マ
ン
チ
ズ

ム
の
精
榊
わ
再
現
で
る
り
、
シ
ェ
リ
ン
グ
や
ア
ダ
ム
・
ミ
ュ
ラ

I
の
復
活
で
あ
る
。
則
論
的
・
皆
準
的
で
あ
る
と
同
時
に
貸
際
的
仙
現

資
的
で
あ
り
、
現
質
的
で
あ
る
と
同
時

K
m一
忽
的
・
幻
想
的
で
あ
る
彼
等
の
民
峡
性
が
ナ
チ
ス
運
動
に
治
憾
な
く
羽
は
れ
て
ゐ
る

G

に
ナ
チ
ス
の
思
想
は
闘
際
的
・
世
界
的
で
む
〈
岡
家
的
・
民
族
的
で
あ
り
排
他
的
・
封
鎖
的
で
あ
る
。
乙
の
鮪
も
ヂ
ル
7

ン
古
来
の

叩

思
想
的
侮
統
を
現
は
す
も
の
で
u

マ
ン
人
の
考
へ
方
と
方
向
を
異
に
す
る
。
ヂ
ル
マ
ン
民
族
に
よ
る
大
ヂ
ル
マ
ン
園
家
の
建
設
は
久

し
い
聞
の
彼
等
の
夢
で
あ
る
。
且
又
民
族
意
識
の
高
山
慨
に
よ
り
て
困
難
を
突
破
し
て
来
た
幾
多
の
歴
史
も
亦
自
ら
彼
等
を
そ
の
方
向

に
赴
か
し
め
る
ゃ
う
で
あ
る
。
ほ
ア
ウ
グ
リ
キ
1
の
思
想
も
ヂ
ル

7

y
民
族
に
久
し
い
侮
統
を
も
っ
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。
ナ
チ
ス
が

民
族
的
で
あ
り
ア
ウ
タ
リ
キ
l
政
策
を
と
る
こ
と
は
、
嫌
て
塊
太
利
を
合
併
し
納
氏
地
を
要
求
す
る
所
以
で
あ
る
が
、
と
の
思
想
は

他
民
族
と
の
共
存
共
祭
と
い
ふ
酷
に
於
て
従
来
も
多
〈
の
紋
陥
を
暴
露
し
た
。

あ
る

o
h
ナ
チ
ス
は
農
民
精
神
を
掌
ぷ
が
由
来
ヂ
ル

7

y
民
族
は
森
の
子
と
い
は
れ
農
業
を
主
業
と
し
て
民
族
で
あ
る
。
彼
等
は
ア

ナ
チ
ス
は
併
し
乍
ら
と
の
思
忽
を
踏
襲
す
る
や
う
で

ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
や
ロ
マ
ン
人
に
比
す
れ
ば
、
透
か
に
そ
の
性
格
は
農
民
的
で
あ
る
。
自
然
を
愛
し
七
に
親
し
み
組
閣
を
愛
す
る
。

非
功
利
で
あ
り
素
朴
で
あ
り
義
務
翻
が
強
〈
犠
牲
心
に
富
む
。

ナ
千
ス
が
共
同
偶
精
神
の
典
型
を
古
来
の
農
民
精
一
紳
に
求
め
た
の
は

蓋
し
営
然
で
あ
る
。
ほ
そ
の
他
ナ
千
ス
が
人
格
や
創
治
白
や
由
を
牟
ぶ
の
も
行
動
を
主
張
す
る
の
も
何
れ
も
民
族
的
た
僻
統
に
委
し

て
ゐ
る
。
か
く
考
ふ
る
友
ら
ば
ナ
チ
ス
の
共
同
惜
却
論
は
そ
の
ま
L
俳
閣
に
安
賞
す
る
も
の
に
非
ざ
る
は
言
ふ
ま
で
も
た
い
。

A. Hitler， a. a. O. S. 85・
1均逸岡氏F上曾怠綱領第一{隊参J!Ho
Jl島氏謀、前渇書 P.45・

35) 
36) 
37J 



ナ
チ
ス
は
共
同
稽
の

要
素
と
し
て
血
縁
と
地
縁
と
を
結
ぽ
ん
と
す
る
が
、
例
へ
ば
若
し
他
国
の
領
土
が
猪
逸
領
と
在
っ
た
揚
合
、
そ
の
土
地
に
位
す
る
他

吾
人
は
最
後
に
ア
千
ス
共
同
程
に
浅
さ
れ
た
る
莞
干
の
問
題
に
簡
翠
陀
燭
れ
て
と
の
稿
を
終
ら
う
、
と
す
る
。

民
族
を
如
何
に
濁
せ
ゃ
う
と
す
る
の
か
、

又
他
国
に
住
む
ヂ
ル
マ
ン
民
族
は
園
士
か
ら
離
れ
て
ゐ
る
か
ら
共
同
鰐
構
成
員
と
し
て
み

な
い
の
か
、

又
若
し
之
を
問
閣
の
共
同
倍
構
成
員
と
み
ん
と
す
る
場
合
他
岡
の
領
土
樺
を
如
何
に
す
る
の
か
.

こ
れ
が
第
一
。
吠
に

ナ
チ
ス
は
碁
督
教
に
よ
る
と
い
っ
て
ゐ
る
が
、
賓
際
を
み
る
と
必
十
し
も
そ
れ
に
従
順
で
友
〈
寧
ろ
政
治
の
矯
め
に
数
理
や
宗
規
を

改
廃
せ
し
め
て
ゐ

zwo
換
言
す
れ
ば
政
擦
を
以
て
教
一
慨
を
摩
川
也
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
と
れ
は
呆

L
て
そ
の
ま
土
比
終
る
も
の
で

あ
ら
う
か
、
奇
人
の
概
る
所
を
以
て
す
れ
ば
、
往
年
の
如
き
政
治
と
宗
教
と
の
所
謂
文
化
闘
争
(
河
口
=
5
7
u
E廿
「
)

が
他

H
再
び
惇
頑

す
る
に
非
ざ
る
か
を
提
ふ
。
蓋
し
{
一
古
川
数
以
上
の
政
治
問
問
哩
の
存
し
な
い
閥
均
に
於
て
は
そ
れ
は
や
む
配
え
ね
で
あ
ら
う
。

巾

-
L
王
一
4
J

E
-
fよ
μ
a
H引

一
一
。
火
に
ナ
チ
ス
は
民
族
は
目
的
に
し
て
断
交
は
千
段
な
り
と
い
ふ
が
、
閥
次
と
民
族
と
の
か
L

る
機
械
論
附
た
考
へ
は
一
一
者
の
相

魁
を
約
束
す
る
も
の
で
あ
る
。
荒
し
民
族
は
目
的
な
る
が
放
に
飽
く
迄
も
図
案
や
権
力
を
自
己
の
手
段
と
し
て
そ
れ
を
支
配
し
ゃ
う

と
す
べ
く
、
図
家
は
又
己
れ
の
目
的
に
民
族
を
改
鋳
せ
ん
矯
め
に
民
族
を
強
要
す
る
で
あ
ら
う
し
、
矯
め
に
国
家
目
的
か
ら
い
へ
ば

民
族
は
手
段
踊
せ
ら
れ
ざ
る
を
え
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
か
L

る
針
立
相
担
は
岡
氏
と
岡
円
余
と
が
本
質
的
に
一
つ
で
あ
り
岡
家
の
中
に
図

民
が
図
民
の
中
に
園
家
が
あ
る
と
せ
ら
る
L
場
合
に
始
め
て
解
消
せ
ら
れ
る
。
併
し
そ
れ
は
ナ
チ
ス
凋
逸
に
於
て
も
求
め
る
は
困
難

で
る
る
。
指
導
者
は
濁
裁
者
に
非
や
と
い
ふ
も
ナ
千
ス
の
現
論
を
以
て
す
れ
ば
そ
の
昔
、
践
に
於
て
澗
裁
的
友
ら
ざ
る
を
え
ぬ
で
あ
ら

ぅ
。
現
に
ナ
チ
ス
で
は
指
導
者
の
批
判
は
許
さ
れ
ね
の
で
あ
る
。

以
上
を
要
す
る
に
ナ
千
ス
共
同
惜
の
原
理
や
そ
れ
に
件
ふ
文
化
債
値
の
仰
換
は
、
何
れ
も
獅
逸
的
事
情
に
よ
り
て
濁
逸
的
な
文
化

の
上
忙
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
吾
人
は
之
に
よ
り
て
共
同
憶
川
崎
論
に
於
け
る
濁
遁
裂
を
同
学
ぶ
こ
と
を
え
た
。
そ
れ
は
多
〈
の
示
唆

に
富
む
と
共
に
内
在
的
な
扶
陥
を
も
っ
て
ゐ
る
こ
と
も
忘
れ
て
友
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
(
一
三
・
六
・

5

ナ
チ
λ

草
命
白
原
理
と
償
値
の
韓
換

七
主王

第
四
十
七
巻

七
五

第

披

堀朝彦氏、ナチス全館主義閣家とカト 'Jツク致命(図家事舎雑誌第主十二巻第
四司椀)参照。
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